
 

 

 

 
図7 2018年4⽉22⽇に⾏われた⽕⼊れの11組と12組周辺の実施過程 

撮影地点は，(1)〜(8)は図2-(A)付近，(9)〜(12)は図2-(B)，(13)〜(15)は図2-
(C).聞取り調査及び動画記録による．
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司令部の合図で⼀⻫に境焼きを始め，全体に⼤きな
防⽕帯を作った後，残りの草地を焼くというもので
あった． 
 ⽕⼊れを観光資源とする秋吉台 16)や⼤室⼭ 17)で
は，草地は⼭型で，その裾野から⼀⻫に⽕が⼊れら

れている．1955（昭和 30）年頃⼲草利⽤を⽬的に集
落毎に⽕を⼊れていた⽊曽町開⽥⾼原 18)では，草地
は⼩規模な斜⾯型で，尾根を⾵下側から等⾼線に沿
って焼き防⽕帯を広げ，両端を焼いてから，⾕の両
側から⽕を⼊れていた．同じく採草地の維持を⽬的
に⽕を⼊れていた岩⼿県岩泉町安家 19)では，尾根に
雪が残る時期に⽕を⼊れていた．柏原財産区の⽕⼊
れの⽅法はこれらのいずれとも異なり，⼤⾯積の斜
⾯型の草地を有する霧ヶ峰⾼原に適した⽅法であっ
たと考えられる．⼀⽅，針葉樹の枝での消⽕は秋吉
台 16)，開⽥⾼原 18)でも⾒られ，かつて広くみられた
⽅法であったと推測される． 
 現在柏原財産区のかつての⽕⼊れ地は森林化がす
すみ，⽩樺湖周辺からの美しい草⼭景観も失われつ
つある．⽕⼊れの再開は容易ではないが，⽕⼊れに
は当地域の⼈々のみが有する様々な知恵があったこ
とを改めて⾒直す必要があると考える． 
 今回，柏原財産区の⽅からは 1955 年頃の⽕⼊れ
や⾺の飼料としての⼲草の利⽤⽅法についても貴重
な話をうかがった．これらをまとめることは今後の
課題としたい． 
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附 図 

 
 

 

 
附図1 「平成三⼗年度 草⼭⽕⼊れ作業」（2018年，柏原財産区総代作成)から第1組分を抜粋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
附図2 「草⼭⽕⼊れについて」(2018年，柏原財産区総代作成) 
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